
5一ニトロアニリンの濃縮度試験成績報告書

　　　構造式

　　　　　　　　　　　　NHユ

　　　　　　　　　甑．

鷺難擁一一…一・る
　ろ，1　試験装置及び機器

　　　〔a）水系環境調節装置　　流水式

　　　㊤）高速液体クロ了トグラフ　検出器uv

　3．2　試験条件

　5．2，1　TL皿試験

　　　（a）試験魚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　　　　　　ヒメダカ平均体重　C．2g、塩化第二水銀検定合格魚

　　　　※田端健二　用水と廃水　14　1297～1ろD5（1972）

　　　〔b）　分散剤及び分散法

　　　　　分散剤　使用せず

　　　　　分散法　供試物質0・5gを水に溶解して11とし、50e

　　　　　　　　　ppmの原液を調製した。

1．試験期間　　昭和51年6月5目～昭：和51年8月28目

2．試　料　名　　5一ニトロアニ1／ン　（試料塩K－187）

3．　試験方法及び条件

ろ．2．2 　濃縮度試験

（a）試験魚

（c）試験温度

（d）結　　果

（b）試験温度

（c）試験濃度

　　　設定値

25土2℃

48時間TL通値 96ppm

コイ　平均体重　約27g

　　　平均体長　約10c：n

25±2℃

　　　　※
分析限界　より設定した。
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実測値

　表一1

分析限界については5．1で補足説明する

濃縮倍率を求めるための平均濃度（単位ppm）

1

1
1

1第喉度区

嘩2濃度区

コ

2　W　　　5　W

O．605　．

e．0472

i
4
5
0

－
　
I
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
一
　
　
き
　
　
－
　
　
　
一
　
7
　
4
　
4
　
0
　
0

1
5
5
0

1
5
4
0
α

2
6
5

3
5
4
0

4w　l6W1
一「

　　　一

　　　〇54i！



3．2、3　分析試料の前処理

　　　　　　　　睡，
　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　・体重測定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i←海砂109
　　　　　　　　　　1←無水硫酸ナトリウム
　　　　　　　　　　1．脱水、細片化
　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　1←メチルアルコール150ml
　　　　　　　　　　卜抽出（振とう1・分）

　　　　　　　　　　い吸引ろ過

巨
　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　　　　　　　　　　レ　　にロコ　　　　　　　　　　　　　　　ら

　　淘　　　咳　査1
　　　　　　　　向　　　　　　　　　　ラ　ラ　ラ　＝　　　　　　　　　　一←メチノレアノレコーノレ　100皿

　i　　　　・鞘（振とう1・分）
　ヒ　t　　　　　　　　　l。吸引ろ過

　1．」二二一r
　　　　　　　　　　　　　レ　I　I残　　渣1　1
　i　一一一」一　1

　一｛　　　　　　　　壷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　l・脱水（無水硫酸ナトリウム）

　　　　　　　　　　1・乾固（ロ一夕リーエバポレ一夕ー）
　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　1←n一ヘキサン　5e皿l
　　　　　　　　　　l←イオン交換水100皿

　　　　　　　　　　卜抽出（振とう2分）

tn一ヘキサン層1 焉@馴
　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　※
　　　　　　　　　　　・カラムクロマトによるクリーンアップ

　　　　　　　＿＿＿一＿一　　一、

　　　　　　　ilLC試料、i
　　　　　　　「「一一一一一一一・＝一～

4

　※　カラムクロマト条件

　　　　充てん剤　 アンバーライトXAD－2　18g

　　　　クロマト管　　 ガラス　 20皿n¢×50c皿

　　　溶離液　第1フラクションイオン交換水

　　　　　　　　　　第2　ρ　　　メチルアルコ→レ

　　　　　　　　　　第ろ　”　　　　　メチルアルコr’レ

　　　　供試物質は第5フラクションに溶出する

　　　　濃縮液を濃縮定容する

5．2．4　分析条件

　　高速液体クロマトグラフ

　　　充てん剤　 日立ゲルろ010

　　　カ　ラ　ム　　ステンレス2．5皿¢XO，5皿

　　　溶　離　液　　メチルアルコール

　　　流　　　速　　1皿ユ／並並

　　　検出器　UV（378m）

試験結果

　　　　表一2　　濃　　縮　　倍　　率

　　　　　　　1

100皿1

25皿1

50皿1
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i第1濃度区

i2W口wi4W
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　　i　　　　1
6W！付図　1付表
　　　　　　1
21 x，5－715，4，6

2・O　I　　　I
　　i　　　　　　　　r

賦魔1刹5十6i
※　検出ピークがトレース及びn．dであった為濃縮倍率は求められなか

　　つた。



5．そ　の　他

5、1　分析限界について

　　機器の検出限界（図一ろ参照）は、約2．5p即であり、魚体重ろO

　g、前処理後の最終液量を5m1、回収率を80％と考えれば

　　　　　　2．5PI皿
　　　　　　　　　　　；≒　0．5P玉肥
　　　　　80　　ろ09
　　　　　　　×
　　　　　100　　　5mユ

　　すなわち魚体中濃度0．5ppmが分析限界である。

　　水槽濃度は設定にほぼ近いものと考えれば

　　　　　0、5
　　　　　　　＝10倍
　　　　　0．05

　　すなわち第2（低）濃度区を0．05P卿とすれば濃縮性が低い場合

　は10倍未満の表示となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上


